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平成12年度 町の予算……

介護保険制度スタート ……

町長へのたより ……………

チャイルドシート購入費助成 …

街かどスケッチ ……………

お知らせ・情報 ……………

町民のうごき ………………

21世紀を目前にし、少子化問題は深刻になってきています。年々少なくなっ
ていく子どもたち。子どもたちの尊い命、健康を事故から守ることは大人たちの
義務です。
平成12年4月から6歳未満の乳幼児には幼児用補助装置（チャイルドシート）

の使用が義務化となり、町でも4月からチャイルドシートの購入費の助成事業を
はじめました。詳しくは10ページ以降でご紹介します。
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こ
の
た
び
西
川
町
助
役
に
再
任
さ

れ
、
引
き
続
き
４
月
１
日
か
ら
職
務

に
就
き
ま
し
た
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
初
心
に
返
り
何
事
に
も
誠
心
誠

意
努
力
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
、

職
責
を
果
た
す
所
存
で
す
の
で
、
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

助
役
就
任
の
あ
い
さ
つ

３
月
13
日
開
催
の
平
成
12
年
第
２

回
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

阿
部
功
さ
ん
が
西
川
町
助
役
に
選
任

同
意
さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

助
役
再
任阿

部
　
功
氏

平
成
平
成
12
年
度
年
度 

西
川
町
予
算

西
川
町
予
算 
平
成
平
成
12
年
度
年
度 

西
川
町
予
算

西
川
町
予
算 

 

「
住
み
た
く
な
る
町
」「
住
ん
で

よ
か
っ
た
町
」
の
実
現
を
念
頭
に
置

●
西
川
荘
等
の
改
築
事
業

西
川
荘
及
び
社
協
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
及
び

改
築
要
望
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

改
築
に
向
け
て
の
基
本
設
計
に
着
手

し
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
ご
み
処
理
施
設
等
整
備
事
業

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
が
増

加
し
、
既
存
の
施
設
の
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
所
定
の
能
力
を
発
揮
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
併
せ
て

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
も
十
分
な
対
策

を
と
る
必
要
か
ら
、
巻
町
外
三
ケ
町

村
衛
生
組
合
で
建
設
が
進
ん
で
い
る

ご
み
処
理
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
消
雪
パ
イ
プ
の
設
置

冬
期
間
の
降
雪
時
に
お
け
る
交
通

確
保
の
た
め
、
貝
柄
地
内
の
旧
県
道

に
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
工
事
を
行
い

ま
す
。

●
下
水
道
事
業
の
推
進

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
や

水
質
保
全
を
目
指
し
、
下
水
道
整
備

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
の
工
事
区
域

は
、
学
校
町
、
川
崎
、
東
町
、

第

二
区
、

第
三
区
地
内
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
助
成
事
業
　

本
年
度
か
ら
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
等
の
購
入
に
か
か
る
経
費
に
つ
い

て
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
着
実
な
実
施
に

努
め
る
と
と
も
に
、
寝
た
き
り
老
人

等
介
護
手
当
支
給
事
業
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
法

の
施
行
に
伴
い
、
法
律
の
趣
旨
に
沿

っ
た
形
に
変
更
し
た
う
え
で
推
進
し

ま
す
。教

　
　
　
　
　
育

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
い
じ
め
」
や
「
不
登
校
」
な
ど
の

問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
引
き
続
き

教
育
相
談
員
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
生
徒
の
学
力
補
充

の
た
め
の
個
別
指
導
や
相
談
、
心
の

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
と
し
て
の
活
動

適
応
指
導
を
行
う
た
め
、
中
学
校
校

内
適
応
指
導
学
級
を
設
置
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
い
て
、
古
く
な
っ

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
で
41
億
７
千
７
９
７
万
２
千

円
で
前
年
度
比
プ
ラ
ス
１
・
０
％
、
４
千
１
３
３
万
４
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
概
要

重
　
点
　
事
　
業

健
康
・
福
祉

一般会計予算の推移 

億
２
千
３
４
３
万
８
千
円 

億
１
千
１
０
９
万
６
千
円 

億
７
千
３
２
２
万
８
千
円 

億
３
千
６
６
３
万
８
千
円 

億
７
千
７
９
７
万
２
千
円 

３９ 
４３ 

４０ ４１ ４１ 

８ ９ １０ １１ １２ 年度 
０ 

１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 
億円 

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
西
川
荘
等
の
改
築

事
業
、ご
み
処
理
施
設
等
整
備
事
業
、

消
雪
パ
イ
プ
の
設
置
、
下
水
道
事
業

の
推
進
な
ど
、
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
行
政
改

革
と
財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
財
源

の
重
点
的
か
つ
、
効
率
的
な
配
分
を

行
い
ま
し
た
。
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人件費 
8億2,755万9千円 
（19.8％） 

補助費等 
7億3,089万円 
（17.5％） 

物件費 
6億3.340万5千円 
（15.1％） 

公債費 
6億1,447万4千円（14.7％） 

普通建設事業費 
4億9,264万7千円（11.8％） 扶助費 

3億9,292万7千円 
（9.4％） 

繰出金 
2億4,822万円 
（5.9％） 

その他 
2億3,785万円 
（5.8％） 

た
食
器
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
真

空
冷
却
機
を
設
置
し
、
衛
生
管
理
の

徹
底
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
・

安
全
対
策

町
民
の
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
を

推
進
し
、
通
勤
・
通
学
者
の
安
全
な

交
通
の
確
保
と
生
活
道
路
と
し
て
の

機
能
向
上
を
図
る
た
め
、道
路
整
備
、

歩
道
整
備
及
び
街
路
灯
整
備
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
住
宅
密
集
地
域
の
除
雪
対

策
と
し
て
、
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
に
お
け
る

人
材
育
成
事
業
と
し
て
、
将
来
に
お

け
る
西
川
町
の
担
い
手
育
成
と
国
際

化
時
代
に
対
応
で
き
る
青
少
年
の
育

成
の
た
め
、
町
民
の
自
主
研
修
と
児

童
・
生
徒
の
海
外
研
修
を
実
施
し
ま

す
。町

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

産
業
の
振
興
が
極
め
て
重
要
で
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
け
る

本
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で
の
計
画

的
生
産
等
の
推
進
を
踏
ま
え
、
町
と

し
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
米
需

給
安
定
対
策
と
稲
作
経
営
安
定
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
並
び
に
県
の
方
針
を
踏

ま
え
、
生
産
者
の
取
り
組
み
に
対
し

新
た
な
奨
励
助
成
金
を
新
設
す
る
な

ど
、一
層
の
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
活
動
を
通
じ
て
地
元
企
業
の
振

興
を
図
る
べ
く
、助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
の
空
洞
化
に
対
処

し
、
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商

店
街
住
宅
建
設
奨
励
金
交
付
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

当
町
は
、
地
理
的
な
有
利
条
件
、

道
路
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
利
便
性

を
活
か
し
、
居
住
環
境
の
整
備
を
図

っ
て
お
り
ま
す
が
、
持
家
住
宅
の
促

進
と
、
併
せ
て
住
宅
関
連
事
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
町
独
自
の
持
ち
家

住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
を
、
利
用

状
況
及
び
町
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

一般会計予算を町民一人当たりでみると 
町民１人に使われるお金…32万7,145円 

（一世帯あたり122万1,272円） 

農林水産業費 

33,080円 
（27,499円） 

衛生費 

28,460円 
（29,017円） 

民生費 

60,030円 
（63,935円） 

教育費 

30,426円 
（28,148円） 

総務費 

41,514円 
（40,044円） 

その他 

15,680円 
（16,571円） 

消防費 

19,935円 
（20,154円） 

公債費 

45,920円 
（44,614円） 

土木費 

38,597円 
（41,260円） 

商工費 

13,503円 
（11,504円） 

（ ）内：平成11年度予算 
平成12年２月末現在　人口12,771人　世帯数3,421戸 

清掃車 

�y�y�y�y

地方交付税 
16億2,677万2千円 
（38.9％） 

町税 
10億2,968万3千円 
（24.7％） 

国県支出金　4億2,760万8千円（10.2％） 

民生費 
7億6,664万4千円 
（18.3％） 

公債費 
5億8,644万円 
（14.0％） 

農林水産業費　4億2,246万3千円（10.1％） 

諸収入　2億3,505万1千円（5.6％） 

町　債　1億6,340万円（3.9％） 
分担金及び負担金 
　1億5,474万8千円（3.7％） 

繰入金　1億4,419万6千円（3.5％） 

繰越金　1億3,000万円（3.1％） 

その他（6.4％） 
　地方消費税交付金　8,100万円 
　地方譲与税　　　　7,800万円 
　その他交付金等　1億751万4千円 

総務費 
5億3,018万2千円 
（12.7％） 土木費 

4億9,292万6千円 
（11.8％） 

教育費　3億8,856万9千円（9.3％） 

衛生費　3億6,345万9千円（8.7％） 

消防費　2億5,459万6千円（6.1％） 

商工費　1億7,244万7千円（4.1％） 

議会費　1億1,563万円（2.8％） 

予備費　300万円（0.1％） 
労働費　8,161万6千円（2.0％） 

歳入 

41億7,797万2千円 

歳出 

歳入歳出別内訳



ガス事業会計 

事業費用及び　　 

　　　資本的支出 

4億3757万3千円 

（前年度比8.8％減） 

水道事業会計 

事業費用及び　　 

　　　資本的支出 

5億1106万7千円 

（前年度比8.9％増） 

5億7733万6千円 

（前年度比78％増） 

9億5995万5千円 

（前年度比1.2％減） 

国民健康保険 

特別会計 
歳入歳出総額 

老人保健 

特別会計 
歳入歳出総額 

下水道事業 

特別会計 
歳入歳出総額 

7億4066万4千円 

（前年度比6.8％増） 

特
別
会
計
予
算 

特
別
会
計
予
算 
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　　主な事業と予算額 

 

　　主な事業と予算額 

 

　　主な事業と予算額 

（単位：万円）

●総務費
・広報発行費　　　　　　８１３
・役場倉庫移転改築等工事

（新規） ３，７９５
・都市計画マスタープラン策定委
託料　　（新規） ９２７
・チャイルドシート助成金

（新規） １００
・ふるさとづくり事業
地域創出プラン補助金

８７０
研修事業助成金　　　　３５０
・衆議院議員選挙費

（新規） ６０９
・県知事選挙費

（新規） ３６５
・県議会議員補欠選挙費

（新規） ２５９
・農業委員選挙費

（新規） １６８

●民生費
・西川町社会福祉協議会補助金

１，６６５
・重度心身障害者医療費助成金

８９１
・補装具給付事業助成金

２２０
・デイサービスセンター運営
委託料　　　　　　７，９２６
・在宅介護支援センター運営
委託料　　　　　　　　７９９
・老人ホームヘルプサービス事業
委託料　　　　　　１，０２６
・老人いこいの家改築設計委託料

（新規） ３８３
・老人牛乳助成金　　１，８２７
・寝たきり老人等介護手当支給
事業助成金　　　　　　７９８
・介護保険給付費繰出金

（新規） ５，３５８

・児童手当　　　　　１，６７０
・保育所運営費委託料

２億６，６０６
・未満児保育事業補助金

２，３７４

●衛生費
・基本健康診査委託料

１，７０８
・巻町外三ヶ町村衛生組合負担金

１億１４１
・巻町外三ヶ町村衛生組合
ごみ処理施設建設負担金

１，０６５
・乳児医療費助成金　　　３７４
・合併浄化槽設置整備事業費
補助金　　　　　　　　２７４
・ごみ収集業務委託料

２，９５３
・ペットボトル拠点回収等委託料

１９３
・し尿収集運搬委託料　　９６１

●労働費
・持家住宅建設資金預託金

７，３００

●農林水産業費
・生産調整地域とも補償推進
助成金　　　　　　２，００８
・園芸作物出荷推進奨励金

６７７
・転作団地化推進奨励金

７５０
・学校給食米コシヒカリ補助金

２４５
・生産調整達成集落助成金

（新規） ３００
・転作大豆推進奨励金

４５０
・国営西蒲原排水事業負担金

１，５１２

・かんがい排水事業西蒲原地区
分担金　　　　　　１，９７９

・国土調査費　　　　２，７５１
・基幹水利施設管理事業費

１億２，２２５
・集落型事業費　　　６，９１０

●商工費
・商工会補助金　　　　　９６２
・地方産業育成資金県貸付金

２，８００
・地方産業育成資金町付け加え分
貸付金　　　　　　２，８００

・中小企業経営安定資金貸付金
６，０５０

・西川まつり補助金　　　４１０

●土木費
・消雪パイプ敷設工事

３，８６６
・町道舗装・改良工事

１億５，８６８
・道路環境整備工事

１，８００
・交通安全施設整備工事

２５１
・水辺河畔整備費　　２，８９６

●消防費
・消防事務組合負担金

（新規） ２億１，７８３
・小型動力ポンプ　　　　２７０

●教育費
・学校給食費　　　　３，６５５
・語学指導費　　　　　　４９３
・小学校費
パソコン使用料　　　９９６

・中学校費
パソコン使用料　　　６８３

・町営野球場ナイター設備改修
工事　　　（新規） ４５６
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高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
方
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

◎
納
入
方
法

①

65
歳
以
上
の
方
（「
第
１
号
被
保

険
者
」
と
い
い
ま
す
。）
の
場
合

ア
　
年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
方
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

等
一
部
の
年
金
受
給
者
の
方
は
除
か

れ
ま
す
。

イ
　
ア
以
外
の
方
は
、
町
が
個
別
に
送

付
す
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
も
ら

い
ま
す
。

②

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（「
第

２
号
被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
。
）

の
場
合

ア
　
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
料

に
上
乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
の
金
額

①

65
歳
以
上
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
が
決
定
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

市
町
村
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま

す
。本

町
は
、
所
得
に
応
じ
て
下
記
の

５
段
階
の
金
額
を
設
定
し
ま
し
た
。

②
　
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
金
額
を

決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
の

医
療
保
険
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま

す
。町

で
は
、
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
除
き
、
保
険
料
の
金
額
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
加
入
の
医
療
保
険
者
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

各
家
庭
に
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
配
布
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

☆
役
場
保
健
福
祉
課
高
齢
者
対
策
係

（
�
88
―
３
１
１
１
）

☆
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
社
協
セ
ン
タ
ー
内
）

（
�
88
―
７
７
３
５
）

第1号被保険者所得段階別保険料（年額） 
（単位：円） 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

第1段階 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

4,200 

12,400 

16,600

第2段階 

6,200 

18,600 

24,800

第3段階 

8,300 

24,800 

33,100

第4段階 

10,400 

31,000 

41,400

第5段階 

12,500 

37,200 

49,700

世帯全員非課税かつ老齢福祉年金受給者・生活保護受給者 

世帯全員が住民税非課税 

本人が住民税非課税 

本人が住民税課税で、合計所得250万円未満 

本人が住民税課税で、合計所得250万円以上 

基準額×0.5 

基準額×0.75 

基準額×1.0 

基準額×1.25 

基準額×1.5

※月額の保険料は、 

　ア　平成12年は、上記の金額を「６か月」で割った金額となります。（平成12年は、 

　　　10月から納めてもらいます） 

　　　例　第3段階の方　8,300円÷６か月＝約1,38０円 

　イ　平成13年と14年は、上記の金額を「12か月」で割った金額となります。 
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町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄

　
町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に

せ
い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に 

よ
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は

よ
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、
都
市
基
盤
・
環
境
整
備
や
福

、
都
市
基
盤
・
環
境
整
備
や
福 

祉
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

祉
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
を
ご
紹
介
し
ま

　
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
的
な
こ
と
・

す
。
な
お
、
個
人
的
な
こ
と
・ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
ど
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
ど
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了 

承
願
い
ま
す
。

承
願
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に 

よ
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、
都
市
基
盤
・
環
境
整
備
や
福 

祉
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
た
よ
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
的
な
こ
と
・ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
ど
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了 

承
願
い
ま
す
。 図

書
館
建
設
を
要
望
す
る
意

見
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

平
成
12
年
度
中
に
概
略
調
査
等
を
行

い
、
で
き
れ
ば
平
成
13
年
度
か
14
年

度
ま
で
に
建
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

現
在
は
公
民
館
職
員
が
図
書

の
整
理
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
図
書
館
の
建
設
に
合

わ
せ
て
運
営
方
法
も
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

文
化
会
館
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
を
建
設
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

施
設
の
建
設
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
の
と
こ
ろ
住
民
要
望
が
一
番
強

い
図
書
館
の
建
設
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

な
お
、
図
書
館
以
外
の
生
涯
学
習

関
連
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政

上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
施
設
建
設
に
必
要
な
財
政
基
盤
づ

く
り
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
住
民
の
連
帯
意
識
が
薄

れ
が
ち
な
今
日
、
全
町
民
が

一
緒
に
な
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
、
親
善
を
深
め
合
う
こ
と
は

非
常
に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
全
町
民
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー

ル
ネ
ッ
ト
は
新
し
い
ネ
ッ
ト

と
交
換
し
、
新
し
い
ボ
ー
ル
も
備
え

て
お
き
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。そ

の
他
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
管
理
人
に
申
し
出
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ご
希
望
の
趣
旨
は
よ
く
理
解

で
き
ま
す
の
で
、
今
後
生
涯

学
習
推
進
計
画
の
中
で
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
の
推
進
、
国
・
地

方
に
お
け
る
財
政
状
況
等
、
市
町
村

行
政
の
現
状
・
将
来
の
見
通
し
を
踏

ま
え
て
、
県
で
は
、
平
成
12
年
中
に

具
体
的
な
市
町
村
の
組
み
合
わ
せ
を

示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
の
向
上
、
行
政
の
効
率

化
な
ど
を
考
え
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
知
事
と
の
懇
談
会
の
席
で

は
、
地
元
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
て

案
を
作
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
ま

す
。

町
の
総
合
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
町
議
会
議
員
、
関

係
行
政
機
関
、
団
体
の
職
員
、
学
識

経
験
者
の
方
々
か
ら
、
調
査
及
び
審

議
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
平
成

８
年
度
に
策
定
さ
れ
、
平
成
17
年
度

の
実
現
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。土

地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成
６
年
に
は
町
の
市
街
地
及
び
開
発

が
予
想
さ
れ
る
市
街
地
周
辺
地
域
を

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
区
に

指
定
し
、
各
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
振
興
、
高
度
な
居
住
環
境
、
多

様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

等
、「
に
し
か
わ
」
を
イ
メ
ー
ジ
づ

け
る
風
景
の
創
造
を
目
指
し
た
土
地

利
用
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

現
在
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
り
、

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
土
地

利
用
の
基
本
構
想
を
含
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
・
都
市
像
、
基
本
計
画

を
推
進
・
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
共
に
、
将
来
の
町
の
都
市
計

画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
き
め
細
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
学
識

経
験
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

当
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後

の
長
引
く
不
況
、
農
業
問
題
、
高
齢

者
社
会
の
到
来
、
さ
ら
に
国
際
化
の

進
展
等
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
町
の
抱

え
る
課
題
や
住
民
要
望
を
踏
ま
え

て
、
第
三
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
図

書
館
建
設
な
ど
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

定
年
後
の
生
活
観
は
人
に
よ

っ
て
様
々
か
と
思
い
ま
す

が
、
生
き
甲
斐
と
し
て
働
き
た
い
と

考
え
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

教育・文化・スポーツ等教育・文化・スポーツ等



す
。
ま
た
、
一
般
の
方
々
に
つ
い
て

も
、
町
長
と
語
る
会
等
で
提
言
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
方
分

権
の
施
行
に
伴
い
、
各
分
野
に
お
い

て
住
民
の
参
画
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

21
世
紀
に
向
か
い
、
よ
り
多

様
化
す
る
町
民
の
希
望
や
意

向
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
け
る
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
る

た
め
に
、
町
長
と
語
る
会
や
ハ
ガ
キ

に
よ
る
提
案
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
町
民
の
知
恵
、
充
実
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
考
え
、

小
中
学
生
と
の
話
し
合
い
の
場
を
含

め
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

8

ー
設
置
も
一
つ
の
対
策
と
考
え
ま
す

が
、
同
セ
ン
タ
ー
設
立
に
は
条
件
、

例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
定
の
登

録
者
の
確
保
、
仕
事
先
の
確
保
な
ど

が
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。町

で
は
、
様
々
な
施
策
を
検

討
あ
る
い
は
審
議
し
て
も
ら

う
た
め
、
各
分
野
に
お
い
て
委
員
会

な
ど
を
設
置
し
、
住
民
の
方
々
か
ら

意
見
等
を
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
町
の
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、町
議
会
議
員
、

関
係
行
政
機
関
、
団
体
の
職
員
、
学

識
経
験
者
の
方
々
か
ら
、
当
町
の
総

合
計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調

査
及
び
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

商
店
街
の
路
上
駐
車
に
つ
き

ま
し
て
は
、
交
通
の
警
察
官

が
ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
で
巡
回
し
て
お

り
、
違
法
駐
車
が
あ
れ
ば
注
意
を
促

し
て
お
り
ま
す
が
、
な
お
一
層
巡
回

を
強
化
し
て
も
ら
い
交
通
事
故
防
止

に
つ
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
問
題
協
議
会
や
防
犯

協
会
、
警
察
等
と
協
力
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
も
積
極
的
に
学
校
や

警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
使
用
す
る
電
力
需
要

に
支
障
の
で
な
い
よ
う
、
水
力
発
電

及
び
火
力
発
電
等
と
同
様
、
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
進

め
て
い
る
も
の
で
す
。

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
に
お
い
て
万
全
を

配
し
推
進
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
職
員
数
は
、

同
じ
く
ら
い
の
町
村
と
比
較

し
て
少
な
い
方
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

地
方
分
権
等
に
よ
り
事
務
事
業
が
県

等
か
ら
委
譲
さ
れ
る
中
で
も
、
職
員

の
採
用
は
、
退
職
に
伴
う
補
充
程
度

に
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

職
員
の
態
度
に
つ
い
て
は
、

日
頃
か
ら
襟
を
正
す
よ
う
指

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ　の　他そ　の　他



町職員の人事異動 教職員の人事異動 

西川中学校　卒業生の進路 

（　）は前任校及び転任校 

（　）は旧課・旧職名 

（H12.３.27現在） 

鎧郷小 
　校長　高　橋　　　亮　（安田町　山手小） 
　教諭　万　年　道　子　（新潟市　江南小） 
　教諭　池　田　淳　子　（味方村　味方小） 
　教諭　羽　鳥　　　都　（月潟村　月潟小） 
 
曽根小 
　教諭　小　菅　洋　子　（新潟市　湊小） 
　教諭　稲　部　万希子　（岩室村　岩室小） 
　教諭　杉　原　久美子　（中之口村　中之口東小） 
　栄養　片　岡　文　恵　（新潟市　松浜小） 
 
升潟小 
　教諭　吉　田　先　保　（頸城村　大瀁小） 
 
西川中 
　教諭　佐　藤　真　理　（豊栄市　早通中） 
　教諭　渡　辺　　　譲　（新潟市　大形中） 
　教諭　阿　部　孝　行　（吉田町　吉田中） 
　教諭　袖　山　　　司　（村上養護学校） 
　養教　古　山　成　子　（三条市　大島小） 
 
鎧郷小 
　教諭　鈴　木　孝　幸　（分水町　分水小） 
　教諭　竹　内　ひろよ　（岩室村　岩室小） 
　教諭　永　井　利　子　（燕市　松長小） 
 
曽根小 
　教諭　本　間　文　子　（安田町　保田小） 
　教諭　中　村　タカ子　（中条町　きのと小） 
 
升潟小 
　教諭　本　間　彰　子　（長岡市　表町小） 
 
西川中 
　教諭　小　倉　清　美　（新津市　新津第五中） 
　教諭　高　橋　美和子　（新潟市　木戸中） 
　教諭　小　山　利　幸　（吉田町　吉田中） 
　教諭　滝　沢　日出男　（黒埼町　黒埼中） 
　養教　本　間　美和子　（味方村　味方中） 
 
鎧郷小 
　校長　松　本　瑞　夫　（定年退職） 
 
曽根小 
　栄養士　波田野　智穂　（普通退職） 

新
　
任 

新
　
任 

転
　
任 

退
　
職 

転
　
任 

退
　
職 

　4月１日付けで次のとおり人事異動を行いました。 

総務課 
　主任　　　加藤　有子 
　　　　　　（建設課主事） 
　主事　　　田中　一雄 
　　　　　　（新採用） 
 
企画課 
 　主事　　　内藤　晃子 
　　　　　　（出納室主事） 
 
税務課 
　参事兼徴収係長 
　　　　　　榎並　　稔 
　（保健福祉課参事兼保健衛生係長） 
　主任　　　土田　　純 
　　　　　　（税務課主事） 
　主事　　　中村　和人 
　　　　　　（総務課主事） 
 
住民課 
　副参事　　田辺　和子 
　　　　　　（農政課副参事） 
　主事　　　佐野慎一郎 
　　　　　　（ガス水道課主事） 
　主事　　　八百板　恵 
　　　　　　（総務課主事） 
 
保健福祉課 
　福祉係長　河合久美子 
　　　　　　（税務課徴収係長） 
　保健衛生係長 
　　　　　　本田　　徹 
　　　　　　（保健福祉課福祉係長） 
　副参事　　斎藤　陽子 
　　　　　　（住民課副参事） 
　主事　　　小林　秀作 
　　　　　（社会教育課主事） 
　主事　　　大橋　昌史 
　　　　　（新採用） 
 
農政課 
　参事兼振興係長 
　　　　　　赤川　弘毅 
　　　　　　（農政課振興係長） 
　主任　　　海藤まゆみ 
　　　　　　（保健福祉課主任） 
 
建設課 
　管理係長　山下　克彦 
　　　　　　（総務課主任） 
　副参事　　赤川　京子 
　　　　　　（保健福祉課副参事） 
　主任　　　斎藤　和弘 
　　　　　　（建設課主事） 
 
出納室 
　主任　　　上原　弘子 
　　　　　　（企画課主任） 

ガス水道課 
　主任　　　笹川　智子 
　　　　　　（住民課主任） 
 
学校教育課 
　参事兼管理係長 
　　　　　　市橋　三男 
　（建設課参事兼管理係長） 
 
社会教育課 
　課長　　　市橋　　勝 
　（社会教育課長兼 
　　社会体育係長事務取扱） 
　社会体育係長 
　　　　　　山下　清一 
 　（学校教育課管理係長） 
 
 
退職 
　小林　厚子（住民課副参事） 
　安藤　崇雄（税務課主事補） 
 
 
巻・西川・潟東消防事務組合へ転出 
　田中　正義（消防課長） 
　土田　倉司 
　（消防課参事兼設備係長） 

　石山　正一 
　（消防課参事兼指導係長） 

　佐藤　　孝 
　（消防課参事兼危険物係長） 

　遠藤　一栄 
　（消防課参事兼庶務係長） 

　岸本　光春 
　（消防課参事兼警防係長） 

　樋浦　丈男（消防課副参事） 
　白倉　政男（消防課副参事） 
　長谷川弥壽則 
　　　　　　  （消防課副参事） 

　川崎　　彦（消防課副参事） 
　田村　　豊（消防課副参事） 
　八百板文男（消防課副参事） 
　赤川　謙一（消防課副参事） 
　笠井　敏夫（消防課副参事） 
　佐藤　章一（消防課副参事） 
　八百板　誠（消防課主任） 
　倉部　　浩（消防課主任） 
　神田　高行（消防課主任） 
　堀野　浩志（消防課副士長） 
　高橋　泰弘（消防課消防士） 
　山岸　利延（消防課消防士） 
　本間　　進（消防課消防士） 
　渡邉　義文（消防課消防士） 
　石黒　和久（消防課消防士） 
　前山　泰知（消防課消防士） 

立 

卒業者数 
185人 
（100％） 

普通科　51人 （27.6％） 

公立　
133人

 

（71.9
％） 

私立　
40人 

（21.6
％） 国立　

3人 

（1.6％
） 

就職そ
の他　

9人 

（4.9％
） 

実業科　72人 （38.9％） 

その他　10人 （5.4％） 

普通科　35人 （18.9％） 

実業科　5人 （2.7％） 実業科　3人 （1.6％） 
就職その他　9人 （4.9％） 

9



10

自
動
車
に
子
ど
も
を
同
乗
さ
せ
る

と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？
お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
座
ら

せ
る
。
大
人
用
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
る
。
よ
く
見
か
け
ら
れ
る

光
景
で
す
が
ど
ち
ら
も
大
き
な
危
険

が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
助
手
席
に
座
っ
た
お
母

さ
ん
が
走
行
中
に
子
ど
も
を
抱
っ
こ

し
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
も
し
衝
突
事

故
が
発
生
し
た
ら
、
子
ど
も
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
は
、
わ

が
子
を
抱
き
し
め
て
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
「
で

き
な
い
」
で
す
。

車
が
時
速
40
㎞
〜
50
㎞
で
衝
突
す

る
と
き
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
子

ど
も
を
抱
く
お
母
さ
ん
の
腕
に
は
、

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
自
動
車
の
運
転
者
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な

い
６
歳
未
満
の
幼
児
を
同
乗
さ
せ
、
自
動
車
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
違
反
者

に
は
、
違
反
点
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

子
ど
も
の
体
重
の
約
30
倍
の
力
が
一

気
に
か
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
10
㎏
の

子
ど
も
の
場
合
、
加
わ
る
力
は
な
ん

と
３
０
０
㎏
に
も
な
る
の
で
す
。
大

人
と
い
え
ど
も
支
え
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
さ
く
軽
い
子
ど
も
の
体
は
簡
単

に
宙
に
舞
い
、
車
内
で
激
し
く
頭
を

打
っ
た
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
突

き
破
っ
て
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
た
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。
抱
っ
こ
す
る
お

母
さ
ん
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い

な
か
っ
た
場
合
は
、
お
母
さ
ん
の
体

が
子
ど
も
を
押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
大
人
用
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
れ
ば
安
心
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

車
に
装
備
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
大
人
の
体
格
に
合
わ
せ
て
作

ら
れ
た
も
の
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、

子
ど
も
の
体
を
き
ち
ん
と
支
え
ら
れ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
ベ
ル
ト
が
子

ど
も
の
の
ど
や
お
な
か
に
か
か
っ
た

状
態
で
衝
突
や
急
ブ
レ
ー
キ
の
力
が

加
わ
る
と
、
子
ど
も
の
首
を
し
め
た

り
内
蔵
破
裂
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
、
か
え
っ
て
危
険
な
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

作
ら
れ
た
の
が
、
子
ど
も
用
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
装
置
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
で
す
。

警
察
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
動

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
で
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
場
合
の

子
ど
も
の
致
死
率
は
、
着
用
し
て
い

な
か
っ
た
場
合
に
比
べ
て
約
９
分
の

１
、
重
傷
率
で
は
約
３
分
の
１
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
使
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た

と
考
え
ら
れ
る
事
故
も
多
い
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
の

調
査
に
よ
る
と
、
ゆ
る
み
の
あ
る
取

付
が
８
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
万
が
一
の
衝
突
時
に
シ

ー
ト
が
動
い
て
し
ま
い
、
安
全
性
が

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
固
定
グ
リ
ッ
プ

の
使
い
方
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
と
お

す
位
置
な
ど
、
説
明
書
を
良
く
読
み

正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。



11

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
窮
屈
で

か
わ
い
そ
う
、
車
内
で
自
由
に
さ
せ

れ
ば
と
考
え
る
方
も
い
ま
す
が
、
事

故
が
起
き
た
と
き
、
か
わ
い
そ
う
で

は
す
み
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
根
気

よ
く
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
、
良
い

習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
親
が

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
安
全
運
転
の

必
需
品
だ
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
友
達
を
乗
せ
る
と
き

は
？幼

稚
園
へ
の
お
迎
え
。急
な
雨
で
、

車
で
お
友
達
を
家
ま
で
送
っ
て
あ
げ

る
こ
と
に
。
で
も
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
は
自
分
の
子
ど
も
の
分
だ
け
。
こ

う
い
う
場
合
は
？

使
用
義
務
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
こ
の
場
合
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
な
い
子

ど
も
の
親
で
は
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
違
反
に
な
り
ま
す
。

ま
さ
か
の
け
が
や
、
急
な
発
熱
な

ど
緊
急
の
時
は
？

子
ど
も
が
熱
湯
を
か
ぶ
っ
て
や
け

ど
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
つ
い
て

い
な
い
車
で
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て

も
い
い
？

医
療
機
関
な
ど
へ
「
緊
急
に
搬
送

す
る
必
要
が
あ
る
」
場
合
は
、
も
ち

ろ
ん
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
そ
う
い

っ
た
と
き
は
慌
て
て
い
る
も
の
。
救

急
車
を
呼
ん
だ
方
が
安
心
で
す
。
自

家
用
車
で
行
く
な
ら
く
れ
ぐ
れ
も
事

故
に
は
気
を
付
け
て
安
全
運
転
で
。

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
き

は
？家

の
車
が
使
え
な
い
と
き
、
子
ど

も
を
病
院
へ
。
ち
ょ
っ
と
遠
い
か
ら

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
い
。

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
旅
客
運
送

に
係
わ
る
車
に
乗
る
と
き
に
は
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
使
わ
な
く
て
も

い
い
こ
と
に
。
法
律
上
の
義
務
は
な

く
て
も
、
乳
児
用
シ
ー
ト
な
ど
持
ち

運
び
の
で
き
る
タ
イ
プ
な
ら
、
持
参

す
る
方
が
も
ち
ろ
ん
安
全
で
す
。

� �

� �

町では、子育て支援の一環として

チャイルドシート（幼児用補助装置）

の購入費の一部を４月から助成しま

す。

〔対象者〕
○町に住所を有する小学校就学前の

児童のためにチャイルドシートを

購入する保護者。

○助成回数は一人の対象児童に１回

のみ助成します。

〔助成額〕
チャイルドシートの購入費の２分

の１を助成（千円未満は切り捨て）。

ただし、助成額の上限は１万円。

〔助成開始時期〕
４月１日以降の購入から対象とし

ます。

〔申請方法〕
所定の申請書に領収書・請求書・

保証書・製造元・品名等が確認でき

る書類を添えて総務課まで申請して

ください。（助成金は金融機関口座

に振り込みますので、口座番号等の

確認できるものをご用意ください）

〔申請・問い合わせ〕
役場総務課　�88－3111



4 財産の差し押さえなどの処分を受けることがあります。 

3 21　　の措置を受けてもなお納めないでいると、差し止めら 
れた保険給付額から延納分が差し引かれます。 

　
年
度
か
ら
は
、
納 

期
限
か
ら
一
年
間
経 

過
し
災
害
そ
の
他
の 

特
別
な
事
由
も
な
く 

滞
納
し
て
い
る
場
合 

は
、
次
の
よ
う
な
法 

的
措
置
を
受
け
ま
す 

の
で
、
十
分
に
注
意 

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

12

大切な医療費をムダにしないために 大切な医療費をムダにしないために 
いま、私たち一人ひとりにできること 

1 重複受診はやめましょう 
医療機関が変わるたびに検査や処置などが、 
やり直しになります。 

2 家庭医を持ちましょう 
病歴や体質などを把握してくれているので、 
治療の効果が上がります。 

4 診療時間内に受診しましょう 
急病など特別な場合のほかは、時間外や休日 
の受診は避けましょう。 

5 日常の健康管理に気をつけましょう 
まずは病気をよせつけない健康な体づくりを 
こころがけましょう。 

3 健康診断を受けましょう 
病気の早期発見・早期治療につながります。 

12

国民皆保険制度

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を

送
る
こ
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
長
い
人
生
の
中
で
、
い
つ

ど
こ
で
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
大

き
な
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
り
す
る
か

だ
れ
に
も
予
想
は
つ
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
保
障
す

る
制
度
が
国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
の

健
康
を
守
る
大
切
な
制
度
な
の
で
す
。

そ
れ
で
職
場
の
健
康
保
険
と
国
民

健
康
保
険
が
あ
り
、
こ
の
ど
ち
ら
か

の
健
康
保
険
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
国
民
皆
保
険
制
度

と
い
い
ま
す
。

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
ほ
か
の

健
康
保
険
と
比
べ
て
加
入
者
の
平
均

年
齢
が
高
く
、
ど
う
し
て
も
医
療
を

必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る
み

な
さ
ん
が
お
医
者
に
か
か
っ
た
と
き

の
医
療
費
の
７
割
（
８
割
）
を
負
担

し
て
、
そ
の
医
療
費
総
額
の
う
ち
国

や
県
、
町
の
負
担
で
全
体
の
６
割
以

上
を
財
源
負
担
し
、
そ
れ
以
外
は
み

な
さ
ん
が
負
担
す
る
保
険
税
で
支
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
そ

の
結
果
と
し
て
保
険
税
が
高
く
な
る

の
も
や
む
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

保
険
税
の
値
上
げ
は
み
な
さ
ん
へ
の

負
担
を
大
き
く
し
ま
す
。

保
険
税
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

が
大
切
で
す
。
定
期
健
康
診
断
や
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
で
、
自
分
の
身
体
を

日
ご
ろ
か
ら
チ
エ
ッ
ク
す
る
こ
と
は

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
重
複
受
診
や
は
し
ご
受
診

を
し
な
い
な
ど
、
上
手
な
受
診
で
、

医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

み
な
さ
ん
が
使
っ
た
医
療
費
、
納

め
た
国
保
税
を
グ
ラ
フ
に
表
し
、
ま

た
、
国
保
加
入
者
（
被
保
険
者
数
、

世
帯
数
）
の
推
移
も
グ
ラ
フ
に
表
す

と
次
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
実

施
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
高

齢
化
の
社
会
を
迎
え
、
だ
れ
に
で
も

健
康
を
守
る
財
政
事
情
は

国
保
と
介
護
保
険 



他の市区町村から転入してきたとき 
職場の健康保険をやめたとき 
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 
子どもが生まれたとき 
生活保護を受けなくなったとき 
外国人が加入するとき 

他の市区町村の転出証明書 
職場の健康保険をやめた証明書 
被扶養者でない理由の証明書 
保険証、母子健康手帳 
保護廃止決定通知書 
外国人登録証明書 

こんなとき 届け出に必要なもの 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

国
保
を
や
め
る
と
き 

そ
の
他 

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成１０年度 

２０ 

0

６ 

４０ 

６０ 

８０ 
万円 

万円 

13万 
5千円 

31万 
6千円 

53万 
7千円 

14万 
6千円 

30万 
4千円 

58万 
3千円 

23万 
6千円 

25万 
7千円 

14万 
9千円 

30万円 

60万 
2千円 

26万 
8千円 

16万 
9千円 

35万 
2千円 

63万 
5千円 

30万 
1千円 

16万 
5千円 

28万円 

59万 
1千円 

28万 
7千円 

17万 
3千円 

28万 
3千円 

57万 
8千円 

29万 
3千円 

５万８千円 ５万７千円 ６万円 ６万４千円 ６万６千円 ６万８千円 

平成１０年度の一人あたりの医療費２９万３千円 

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成１０年度 

１，０００ 

２，０００ 

３，０００ 

４，０００ 

５，０００ 

人（世帯）　　　　　 年度（平均）別被保険者数の推移 

（老人５７万８千円） 
一　般 
退職者医療被用者年金の受給者（老人保健以外） 

一人あたり平均国保税（一般・退職） 

老人保健（７０歳以上と６５歳以上の障害者の一部） 
平　均 

全　体 

一　般 

世帯数 

老人（国保） 

退　職 

４，２４０ ４，１８８ ４，１４７ ４，０６１ ３，９７６ ４，０６０ 

３，０００ ２，９２４ ２，８４６ 
２，７２１ ２，６０９ ２，６２１ 

１，５２１ １，５２４ １，５５１ １，５６０ １，５７０ １，６２９ 

９２０ ９４７ ９９０ １，０２８ １，０６０ １，１１４ 

３２０ ３１７ ３１１ ３１２ ３０７ ３２５ 

2 国保の給付が全部または一部差し止めになりま 
す。 

1 保険証を返してもらい、資格証明書が交付され 
ます。 
これにより医療費がいったん全額自己負担にな 
ります。 

退職者医療制度の対象となったとき 
同じ市区町村内で住所が変わったとき 
世帯主や氏名が変わったとき 
世帯が分かれたり、いっしょになったとき 
出稼ぎや、長期の旅行 
修学のため、別に住所を定めるとき 
保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えなくなったとき） 

他の市区町村に転出するとき 
職場の健康保険に加入したとき 
職場の健康保険の被扶養者になったとき 
国保の被保険者が死亡したとき 
生活保護を受けるようになったとき 
外国人がやめるとき 

保険証、年金証書 
保険証 
 
 
 
保険証、在学証明書 
身分を証明するもの（使えなくなった保険証など） 

保険証 
国保と職場の健康保険の両方の保険証 
（後者が未交付の場合は加入したことを証明するもの） 
保険証、死亡を証明するもの 
保険証、保護開始決定通知書 
保険証、外国人登録証明書 

訪
れ
る
介
護
の
不
安
を
な
く
し
て
い

く
た
め
に
、
社
会
全
体
で
介
護
の
問

題
を
支
え
る
制
度
で
す
。

40
歳
以
上
の
人
は
、
加
入
を
義
務

づ
け
ら
れ
、
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
は
、
介
護
保
険
制
度

の
第
二
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険

料
は
従
来
の
医
療
分
保
険
税
と
合
わ

せ
て
一
つ
の
国
保
税
と
し
て
い
っ
し

ょ
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
は
、
第
一
号
被
保

険
者
と
し
て
、
原
則
と
し
て
年
金
か
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ら
介
護
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険

税
を
遡
っ
て
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
保

の
資
格
が
無
く
な
っ
た
の
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
う
っ
か
り
手
元
に
あ

る
国
保
の
保
険
証
で
診
療
を
受
け
る

と
、
そ
の
場
合
は
国
保
で
負
担
し
た

医
療
費
を
後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
注
意
を

就
職
等
で
国
保
か
ら
職
場
保
険

（
社
会
保
険
等
）
に
変
更
に
な
る
方

で
、
新
し
い
保
険
証
（
職
場
の
保
険
）

が
交
付
に
な
る
前
に
お
医
者
さ
ん
で

受
診
の
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

そ
の
旨
を
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

役
場
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

�
88
―
３
１
１
１

内
線
　
１
３
１
　
１
３
４

介
護
保
険
の
加
入
者
は

こ
ん
な
と
き
は
必
ず

14
日
以
内
に
届
け
出
を
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卒 

業 

式 

３月８日（水）西川中学校185名　3月23日（木）町内三小学
校175名が卒業を迎えました。
入学当時よりたくましく成長した子どもたち一人ひとりに校

長から思い出が詰まった卒業証書が手渡され、卒業生たちは、
笑顔とともに学び舍を後にしました。

■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

春
の
海
静
か
に
暮
れ
て
帰
へ
り
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
湖
生

漁
舟
に
夫
婦
の
絆
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
八
千
代

ス
リ
ッ
パ
に
温
も
り
残
る
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
川
カ
ツ
ヨ

春
の
海
沖
の
釣
り
舟
絵
の
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
静
江

思
ひ
出
や
浜
に
遊
び
し
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
志
介

こ
の
胸
に
さ
し
入
る
風
や
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
武

身
に
纏
う
色
あ
れ
こ
れ
と
水
ぬ
る
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
阿
支

西
の
空
沈
む
夕
陽
や
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
橋
　
金
吾

心
な
し
か
川
の
流
れ
に
水
温
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
際
　
伝
市

童
心
に
も
ど
り
て
眺
む
春
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
紅
華

生
き
る
こ
と
楽
し
く
な
り
ぬ
老
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
賀
　
也
寿

寄
り
添
う
て
ふ
れ
合
う
鯉
や
水
温
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
　
　
良
三

早
田
　
ス
ミ

布
染
め
て
娘
が
手
作
り
の
蕗
の
と
う
土
筆
の
萌
ゆ
る
花
篭
届
く中

原
　
京
子

如
月
の
三
保
の
松
原
海
な
ぎ
て
松
の
み
ど
り
に
裾
を
ひ
く
富
士加

藤
ト
シ
子

佐
賀
錦
を
着
せ
て
作
り
し
蛤
の
十
二
單
衣
の
雛
む
つ
ま
じ
く

高
波
　
フ
サ

蕗
の
と
う
顔
出
す
と
聞
く
昨
日
今
日
故
郷
の
山
は
雪
深
か
ら
む岡

村
　
ミ
イ

風
折
れ
の
水
仙
溶
け
て
香
の
中
に
今
日
の
一
日
を
編
み
て
た
の
し
も

笠
井
三
和
子

花
房
に
こ
ぼ
る
る
ば
か
り
光
る
蜜
は
虫
呼
ぶ
ら
む
か
い
と
な
み
愛
し

上
山
　
恵
子

焼
き
芋
屋
の
音ね

流
れ
く
る
夕
暮
を
息
子

こ

に
そ
っ
く
り
の
孫
に
添
い
寝
す
る

�
曽
根
小
学
校

�
升
潟
小
学
校

�
西
川
中
学
校

�
鎧
郷
小
学
校
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西川町では、福祉のまちづくりを推進

しています。高齢者や障害者をはじめ、

すべての人々が利用しやすいまちづ

くりを目指しています。

また、新潟県福祉のまち

づくり条例では、公共的施

設の新設、改築等の際に特

定施設の事前協議を定めて

います。

特定施設の整備基準などの

主な概要をお知らせします。

■問い合わせ 保健福祉課（�88-3111）

西川町の今後の保健と福祉の分野における基本計画として、平成5年に策定した保健福祉計画の見直しを行

いました。また、介護保険制度のスタートに伴い、新たに介護保険事業計画を策定しました。この二つの計画

は、一体的な計画となっています。

この計画のダイジェスト版を各家庭に配布しましたのでご覧ください。

●ダイジェスト版に関する問い合わせは、役場保健福祉課高齢者対策係（�88－3111）

「福祉のまちづくり」 「福祉のまちづくり」 
県条例対象施設の整備基準のあらまし 



４月３日～

４月16日

お母さんへ、最近こしが痛いとかいってこ

まっているね。もう若くはないんだから、

無理だけは、しないでください。

升潟小学校　６年

今井　佑基

この手紙は、平成11年度に町が募った「短い手紙」の作品です。
なお、学校・学年は、応募当時（平成11年度）のものです。

おじいちゃん、おばあちゃんが家にいない

とき家がとても静かで寂しいです。だから、

ずっと元気でいてね。

西川中学校　２年

畠山　加奈子

������������ ������������������������ ������������
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お知らせ・情報 お知らせ・情報 

�88－5560

期　間 内　容

４月17日～

４月30日

家庭のしつけと学校の

しつけ

幼児とテレビ

※問い合わせは、曽根保育園（�88-2112）まで
お願いします。

毎月第４水曜日に住民票等交付窓口を午
後７時まで延長しています。（４月は26日
です。）
取扱業務は、

戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑証
明／年金現況証明です。
どうぞご利用ください。

新潟県立図書館では、蔵書点検に伴い、
次のとおり一部業務を休止します。
休館期間 ４月３日～４月17日
休止業務 調査相談業務及び貸出業務
※　オンラインについては、月曜日から金
曜日の午前９時30分から午後４時30分ま
での間は検索業務のみ可能です。

に
ゃ
く
・
焼
鳥
・
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
用
品
・
花
・
玩
具
等
々

地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
西

川
ふ
れ
あ
い
公
園
で
西
川
町
商
工
会

主
催
に
よ
る「
桜
ま
つ
り
２
０
０
０
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

町
民
が
桜
の
花
の
下
で
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
春
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
商
工
会
が
お

客
様
へ
の
感
謝
デ
ー
と
し
て
計
画
い

た
し
ま
し
た
。

参
加
店
を
得
て
、
う
ま
い
も
の
、

お
買
い
得
品
な
ど
た
く
さ
ん
用
意
し

て
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

お
花
見
が
て
ら
是
非
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

記

日
時

４
月
16
日
�

午
前
10
時
よ
り

午
後
４
時
ま
で

会
場

西
川
ふ
れ
あ
い
公
園

（
荒
天
の
場
合
西
川
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
内
容

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・

ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
・

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

代
官
太
鼓
（
鼓
調
）
・

大
正
琴
（
琴
だ
い
ろ
）・

剣
舞
（
一
心
会
）

出
店

酒
・
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
・

焼
き
そ
ば
・
う
ど
ん
・
こ
ん

’

今年の開催日は10月９日�
前夜祭も行います



� 

� 

大
人
の
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
催
し
ま
す 

初心者限定 
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・平成11年度の会計が5月31日で閉鎖されます。まだ納付されて

いない方がおります。至急納付してください。

また、納税は便利で安全な口座振替えをおすすめします。手

続きは金融機関又は役場税務課の窓口で行なってください。

4月の納税
●納税する税目
国民健康保険税（第１期分）

●納　期　限
５月１日

※口座振替の方は、預金残高を
お確かめください。

西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

88－3111
88－5311
88－2334
88－2144
88－5666
88－5666
88－6666
88－3031

町持家住宅建設資金 
平成12年度貸付の募集 
　町内の持家住宅を促進するため、住宅 
の新築と増改築をされる方で、資金の不 
足する方に低利で融資する制度です。 
　平成12年度の貸付を募集しますので、 
ご利用ください。 
受付窓口 
　第四銀行西川支店 
　巻信用組合西川支店 
　西川農業協同組合 
　新潟県労働金庫巻支店 
　＊　詳細については、取扱金融機関の 
　　窓口または役場企画課（�88-3111） 
　　へお問い合わせください。 
制度の内容 
項目 内　　　　　容 

貸付 
対象者 

前年１年間の所得金額が790万円以 
下の人（給与所得のみの人は収入 
金額1,000万円以下） 

貸付 
金額 

新　築　１戸当たり50万円以上450 
　　　　万円まで  
増改築　１戸当たり50万円以上210 
　　　　万円まで 

貸付 
金利 

受付時の住宅金融公庫の基準金利 
と同じ 

償還 
期間 

新　築　15年 
増改築　10年 

「
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
ら
素
敵
な
の

に
」
と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
チ
ャ

ン
ス
の
な
か
っ
た
貴
方
に
送
る
企
画

で
す
。
昨
年
度
の
開
催
で
は
、
10
回

目
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
29

歳
か
ら
76
歳
の
方
々
が
見
事
に
荒
城

の
月
や
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
な
ど
の
名
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
人

は
、
全
く
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
こ
と
が

な
い
成
人
で
す
。

す
で
に
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
る
方

は
、
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

音
譜
が
読
め
な
く
て
も
、
音
楽
が

苦
手
だ
っ
た
人
も
大
丈
夫
で
す
。

講
師
に
は
、
ピ
ア
ノ
教
室
の
プ
ロ

を
招
き
、
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
や
る
気
」
が
大
切
で

す
。
さ
っ
そ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
５
月
12
日
か
ら
７
月
14
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

①
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分

②
午
後
２
時
40
分
〜

午
後
３
時
40
分

※
２
ク
ラ
ス
で
実
施

会
　
場
　
福
祉
会
館
講
堂

対
象
者
　
ピ
ア
ノ
経
験
の
な
い
初
心

者
（
成
人
に
限
る
）

鍵
盤
に
触
っ
た
こ
と
の
な
い
人
。

※
ピ
ア
ノ
を
や
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

募
集
数
　
１
ク
ラ
ス
10
名

２
ク
ラ
ス
募
集

（
応
募
者
多
数
の
場
合
受
付
期
間

終
了
後
抽
選
を
行
い
、
受
講
者
を

決
定
し
ま
す
。）

参
加
費

５，

５
０
０
円

（
10
回
分：

テ
キ
ス
ト
代
及
び
鍵

盤
楽
器
使
用
料
）

受
付
期
限
　
４
月
17
日

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
17
日
午
後
６
時
に
参
加
申
込
書

を
用
い
て
抽
選
）

そ
の
他
　
参
加
申
込
書
は
、
公
民
館

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。参
加
費
は
、

教
室
の
初
回
に
集
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
み
先

西
川
町
公
民
館

（
�
88
―
２
３
３
４
）
へ
ど
う
ぞ
。
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妊
産
婦
に
対
し
て
牛
乳
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
母
体
の
健
康
を
保

持
し
、
胎
児
及
び
出
産
後
の
乳
児
を

健
康
に
成
長
さ
せ
、
保
健
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
妊
産
婦
に

牛
乳
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

（
１
）
対
象
者

西
川
町
に
住
所
を
有
す
る
妊
産
婦

（
２
）
支
給
期
間

分
娩
予
定
月
前
２
か
月
の
月
の
初

日
か
ら
６
か
月
間
を
越
え
な
い
範

囲
と
す
る
。

（
３
）
支
給
基
準

支
給
対
象
者
１
人
１
日
に
つ
き
１

本
（
１
８
０
㏄
）
と
し
ま
す
。

母
子
牛
乳
か
ら
妊
産
婦
牛

乳
に
変
わ
り
ま
す

（
牛
乳
の
支
給
期
間
が
９
か
月
か
ら

６
か
月
に
変
わ
り
ま
す
）

（
４
）
支
給
の
申
請

妊
娠
届
出
時
に
、
妊
産
婦
牛
乳
支

給
申
請
書
に
記
入
、
押
印
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
５
）
適
用
時
期

平
成
12
年
４
月
１
日
の
支
給
申
請

か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
、
届
出
が
済
ん
で
い
る
方

と
現
在
受
給
中
の
方
は
、
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健

福
祉
課
保
健
衛
生
係
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
の
愛
犬
も

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

「
犬
の
登
録
」
を
受
け
て
い
る
場

合
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ハ
ガ
キ
に
印
鑑
を
押
し
て
、
裏
面
の

問
診
欄
を
必
ず
記
入
し
て
会
場
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
初
め
て
登
録
す
る
場
合
は
、

会
場
で
申
請
書
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。「
犬
の
登
録
」
と

「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
を
同
時
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
日

４
月
25
日
（
火
）

会
場
　
貝
柄
地
区
集
会
所

午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分

浦
村
農
協
倉
庫

午
前
10
時
20
分
〜
10
時
50
分

保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
11
時
20
分
〜
12
時
20
分

農
協
鎧
郷
支
所

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
50
分

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に

受
け
ま
し
ょ
う
!!

料
金

継
続
の
場
合
３，

１
０
０
円

新
規
の
場
合
６，

１
０
０
円

※
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
注
射
会
場
で
の
犬
の
引
き
取
り
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

・
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
に
、

チ
リ
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
４
月
25
日
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
最
寄
り
の
獣
医
で
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
事
前
に
首
輪
、引
き
綱
を
点
検
し
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
犬
を
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
主
の
変
更
、
死
亡
し
た
場
合

は
印
鑑
と
鑑
札
を
持
参
の
う
え
、

役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　新潟県長寿社会振興財団では、新潟県 
高齢者大学の学生を募集しています。 
　当大学は、高齢者に学習の機会を提供 
することで、高齢者の方々が地域・福祉 
活動をはじめとした様々なことに興味を 
持ち、意欲的に活動していただくことを 
目的に開催するものです。 
　はつらつシニアの皆様のご応募をお待 
ちしております。 
入学資格 
　　県内にお住まいの60歳以上の方。た 
　だし、「パソコンによるワープロ講座」 
　は、パソコン及びワープロ未経験者の 
　みとする。 
実施期間 
　　各コースとも６月から10月 
募集期限 
　　４月24日（月）まで 
　　募集定員を超えた場合は、抽選によ 
　り決定。 
問い合わせ・申込み先 
　　 �新潟県長寿社会振興財団 
　　�０２５―２８５―１４００ 
そ の 他 
　　参加申込書は、役場保健福祉課の窓 
　口にあります。 
募集講座 

講座 内　　　容 会場 受講料 
（年額） 

教　養 
講　座 
（2年制） 

4,000円 
新潟ユ 
ニゾン 
プラザ 

“健康・生きがい・ 
仲間”づくりをメイ 
ンに、地域・福祉活 
動への積極的参加の 
方法等について学習 
する。 

福祉ボ 
ランテ 
ィア講 
座　　 

4,000円 
新潟ユ 
ニゾン 
プラザ 

介護・手話・点字の 
実習を取り入れなが 
ら、福祉ボランティ 
アの活動について幅 
広く学習する。 

パソコ 
ンによ 
るワー 
プロ講 
座　　 

10,000円 
新潟ビ 
ジネス 
専門学 
校　　 

パソコン機器を使用 
して、ワープロ機能 
（ハガキ、案内図等 
の作成）の学習やイ 
ンターネットの体験 
まで行う。 
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　平成12年度の調理師試験が次のとおり 
行われます。 

受験資格 
　中学校又はこれと同等以上の学力がある 
と認められるもので、調理業務に従事した 
経験が２年以上あるもの 

受験願書の提出場所 
　巻保健所 

試験日時 
６月23日（金） 
午後１時から午後３時30分まで 

合格発表 
７月14日（金）住所地を所轄する保健所 
なお、電話での照会には、応じられません。 

受験願書の提出期間 
　５月８日（月）から５月15日（月）まで 
に提出すること。 

必要書類 
・調理師試験受験願書・調理業務従事証明書 
・卒業証明書等　　  ・写真 
・受験票  　　　　　・受験手数料 6,400円 
・（４月からの改定予定額） 
　※受験手続に必要な願書等の用紙は、４ 
　　月10日（月）から各保健所で配布しま 
　　す。 

　その他不明な点は最寄の保健所にお問い 
合わせください。 

上記期間経過後は受付できません。 
ご注意ください。 

第
一
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

局
　

▼
試
験
日
と
試
験
種
目

○
第
一
次
試
験

６
月
17
日
（
土
）

教
養
及
び
専
門（
多
岐
選
択
式
）

専
門
（
記
述
式
）

○
第
二
次
試
験

８
月
17
日
（
木
）
又
は
18
日
（
金
）

（
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）

人
物
試
験
・
身
体
検
査

▼
合
格
発
表

○
第
一
次
試
験

７
月
28
日
（
金
）

○
最
終
合
格

９
月
６
日
（
水
）

▼
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

○
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

○
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

�
３
３
０
―
９
７
１
９

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
国
税
に

関
す
る
調
査
、
指
導
を
行
う
国
税
専

門
官
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学
校
で

約
四
か
月
間
、
税
法
・
簿
記
な
ど
の

基
礎
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
税
務
署

に
お
い
て
三
年
半
程
度
の
実
務
経
験

を
経
て
、
国
税
調
査
官
・
国
税
徴
収

官
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
専
門
的
知
識
・
技
能
等
を

習
得
す
る
た
め
七
か
月
間
の
専
科
研

修
を
は
じ
め
、
各
種
の
研
修
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
　
昭
和
48
年
４
月
２
日
〜

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で
、
大
学
を
卒
業
又
は
平

成
13
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方

▼
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

▼
申
込
受
付
期
間

○
郵
送
の
場
合

４
月
４
日
（
火
）
〜

５
月
11
日
（
木
）（
消
印
有
効
）

○
窓
口
申
込
の
場
合

５
月
１
日
（
月
）
〜

５
月
11
日
（
木
）（
土
曜
・
日

曜
は
除
く
）

▼
申
込
先

埼
玉
県
与
野
市
大
字
上
落
合

二
―
十
一

�
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１
　

○
人
事
院
関
東
事
務
局

�
１
０
０
―
０
０
０
４

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

一
―
三
―
三

�
０
３
―
３
２
１
４
―
１
６
２
１

４
月
28
日
移
転
予
定

�
３
３
８
―
０
０
０
１

埼
玉
県
与
野
市
大
字
上
落
合

二
―
十
一
　

�
０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
７

入札日

3.17
西川町ゲートボールコ
ート上屋建設工事
（建築本体工事）

3.17
西川町ゲートボールコ
ート上屋建設工事
（電気設備工事）

工　事　名 場　所

西川町地内

西川町地内

工事費

千円

73,500

4,095

工　期

12．３．22
〜

12．３．31

12．３．22
〜

12．３．31

業　者　名

㈱水倉組
巻支店

㈲込山電機

入札結果の公表　　　　　　　（百万円以上）

広報にしかわ3月25日号5頁の住
民課窓口からのお知らせの中で、
誤りがありました。

おわびして訂正いたします。

平成12年度は国税
�

調査
↓

平成12年度は国勢
�

調査

誤

正
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／

／

／

／

／

音楽が流れるとおどりだすゆかいな我が家の人気者は、何でも1
人でチャレンジします。良い事も悪い事も、おねえちゃん、おにい
ちゃんがお手本です。とにかくじっとしていられません。
でもおばあちゃんが一歩動くと「ババー、ババー」と泣いておい
かけていくあまえんぼうのゆかちゃんです。
きょうだい仲良く、健康に育ってほしいです。

小林　才子さん（八番町）

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペットを募

集しています。企画課まで連絡してください。
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江　川　さくら
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笹　川　　　悠
（小林） 愛
澁　木　　　茂
（五傳木）静奈
大　瀧　清　美
（桐生）眞由美
小　林　大　樹
（齋藤）由美子
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笹川　　茂
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大瀧喜代二

小林　清治
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曽根小学校２年

（ 第二区）

【談】ふしぎなポケット、カンガルーの親子のポケット
をつくりました。工夫した所は、お母さんのポケットの
中に、子どもが入っています。その中に、本やりんごな
どいろいろなものがとびだしてきます。
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町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、戸籍
窓口に届出の際にお申し出ください。
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世帯数 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

14人 
25人 
8人 
8人 

6,152人 
6,619人 
12,771人 

 
3,412

（前月比－11） 

（前月比－1） 

（2月末日現在） 


